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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：D - 2 

部門 
 
先導的プログラム実践部門 

学校名・氏名 
 
岐阜大学教職大学院 

活動名 
学校管理職養成実習の開発 

         教職大学院と教育委員会の協働より 

課題の設定： 

日本には学校管理職を養成するシステムは存在せず、学校経営に関する学修のないまま、赴任校でいきな
り学校経営業務を担当する。学校管理職を養成するためのシステムとコンテンツの形成が求められる。 
そこで、岐阜大学教職大学院は岐阜県教育委員会と連携して、学校管理職になる前の教員を対象とした

計画的な養成に取り組むことにした。具体的には、岐阜県教育委員会から派遣される教頭登用試験合格者
等の現職教員を対象とした「学校管理職養成コース」を教職大学院に設置し、学校経営専門職養成のため
のカリキュラム開発に臨んだ。 

 

方針・計画： 

カリキュラムの中で最も重視したのは実習であり、実習を通して学校管理職としての実際的・実践的な資質
能力をどのように形成するかが課題とされた。そのため、岐阜県教育委員会及び関係市教育委員会、学校と
協議を重ね、①校長との連携（校長の経営方針の理解、校長とのコミュニケーション・進言）、②諸問題対
応（情報収集、問題や危機の解決能力）、③教職員との連携（経営方針の具現化のためのコミュニケーシ
ョン）を養成目標とした実習プログラムを開発した。 
 

活動内容： 

教育行政実習  （１年次  8月～9月、90時間） 
学校経営実習Ⅰ（１年次  2月～3月、90時間） 
学校経営実習Ⅱ（２年次  4月～6月、120時間） 
上記実習を実行し、実習生評価と所属校評価から、その検証を行う。 
 

活動の成果： 

実習者は、学校経営Ⅰで教頭のシャドーイングやヒアリングを通じて、教頭の職務を理解し、学校経営Ⅱで
第二教頭として配置され、実際の業務を遂行する中で、課題解決に取り組んだ。このような実習を通じて、実
習者の報告から、校長の学校経営の意図を理解し、それを実現するために、教職員に働きかけ、また諸問題
対応のための情報収集や分析を行ったことがうかがわれた。２月の岐阜大学シンポジウムで、実習者の報告とと
もに、実習校や教育委員会と議論し、成果と課題を明らかにする予定である。 
 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

全国初の学校管理職養成実習として、他の教職大学院での学校管理職候補者対象の実習に活用でき
る。また、教育委員会における新任学校管理職研修（新任教頭研修、新任校長研修）にも活用できる。 
 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 
 

 

学校管理職養成コース・２年間の臨床実習  

●学校経営実習Ⅰ（2・3月）90h 

教頭職に求められるコンピテンシーの考察Ⅰ 

・モデル教頭の行動様式をシャドーイング実習 

・行動の背景となる意図のヒアリング実習 

●教育行政実習（8・9月）90h 

指導主事に求められる資質・能力の考察 

・指導主事の職務行動を部分体験実習 

・指導主事職務や使命のヒアリング実習 

職能開発 開発実践テーマ追究 

●学校経営実習Ⅱ（4～6月）120h   

教頭職に求められるコンピテンシーの考察Ⅱ 

・メンター教頭から学ぶインターン実習 

・校長より課される課題の解決実習 

1 年次 

 

２年次 

 

 

●実習オリエンテーション 

●報告会 

●学校経営実習Ⅱ 職能開発実習 

分析と考察 ①管理・連携的業務 

財務・保健管理 

教育課程・施設設備 

地域・関係機関連携 

②指導・対応的業務 

職員への指導助言 

生徒指導 

危機対応 

 

 
①、②の業務体験を活かし、課題解決を図る 

課題分析→解決策の立案→解決の実践 

メンター（主席教頭）に学びながら職務遂行実習 

校長から与えられた課題の解決 
課題解決を通した教頭

職務のコンピテンシー

について考察、 

 




